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1. は じめ に

四国 南 部 は南 海 トラフを震 源域 とす る巨大地 震 に と もな って生 じる地 殻変 動 の影 響

を強 くうけ る地 域 で あ り､ ､室戸 半 島 で は地震 隆起 と海成段 丘 の形 成 との関 係 な どが

議論 され て きた (吉 川 はか, 1964;金谷, 1978;前杢, 1988)｡ 高 知 平野 で は100- 2

00年 周 期 で起 こる地 震 時 に50- 200cmの沈 降 が起 きる こ とが知 られて い る (沢 村, 195

1) ｡ この よ うな地 域 で完 新 世 後 半 の古海 水準 を認定 す る こ とは103ォー ダー の地 殻 変

動 と､ 地 震性 地 殻 変 動 との関 係 を考 察 す る上 で重 要 な ことで あ る と考 え られ る｡ 本 研

究 で は高 知 平野 周辺 に分布 す る小 規 模 な溺 れ谷 低地 で掘 削 を行 い､ 堆 積 物 中 のFeSZ含

有量 の分 析 に よ る堆 積 環境 を認定 と､ 14C年代 測定 を行 った｡

2. 調 査地 点 の地 形 と分析 方 法

調 査 地点 は海岸 部 を砂州 に よ っ

て閉塞 され た潟 湖 状 の後背 湿地 に

位置 す る｡ これ らの地点 は後氷期

海進 に よ って内湾 が形成 され た後 ､

溺 れ谷 の湾 口部 に砂 州 が形 成 され､

潟湖 が形成 され た｡ 本地点 におけ

る完 新 統 上 部 は この よ うな地形変

化 を反 映 し､ 有機 物 を多量 に含 む

シル ト～粘 土層 よ り構成 され て い

る｡

分 析 用 の サ ンプル は､ ブルー ム

サ ンプ ラー とよばれ て い る ピス ト

ン式 ピー トコア ラー によ って採取

した ｡ 堆 積 環境 の推 定 には堆 積物

に含 まれ るFeS2含有 量 を指 標 と し

て用 い た｡ 堆積 物 中 のFeS2含有量

は陸成 層 で少 な く､ 海 成層 で多 い

ことが従 来 の研 究 に よ って明 さ ら

か に され て い る (例 えば中井 はか,

1982)｡ FeS2含有 量 の分析 は次 の
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よ うに して行 った｡ 乾 燥重 量 で約 0.5- 1.0gの試 料 を取 り､ この試 料 か らFeS2以 外 の

硫黄 化 合物 を除 去 す るため に1.2Nの塩 酸 を約 50此加 え100℃ で約 30分 間加熟 した後､

水洗 し100℃ で乾 燥 させ た｡ 次 に乾燥 試 料 を秤 量 し､ 蒸留 水 20m8､ 硝 酸 15m色､ 塩 酸 5m色､

臭素 水 1m色を加 え約 160℃約 30分 間加 熟 し､ FeS2をSO42-に酸 化 させ た後､ 抽 出液 を ろ過

し､ 5% の塩 化 バ リウム溶 液 を加 え る こ とによ って生 じたBaS04の沈 澱 の重量 を測定 し

た｡ な お本 稿 で はFeS2に含 まれ る硫 黄重 量 の試 料 重量 に対 す る百分 率 を算 出 し､ FeS2

-S含 有 量 と して表現 した｡ 堆 積物 の H c年 代測定 につ いて は中井 ･中村 (1988) な ど

に した が って行 った｡

3. 分 析結 果

S l地 点

本 地 点 の標高 は+2.1mで あ り､ 標 高-1.4mか ら得 られた腐 植物 の年 代 は5,460±140

yr.B.P.で あ り､ 標 高-0.4mか ら得 られ た腐

植物 の年 代 は2,820±300yr.B.P.で あ った｡

それ ぞ れ の層 準 のFeS2含有 量 は-1.4mで 1.

42%､ -0.4mで0.18% で あ り､ と もに0.1%

以上 値 を示 して お り､ 海成 ～汽水 成 層 で あ

る と考 え られ る｡ この ことか ら､ 5,500年 前

頃 の海 水 準 は-1.4m よ り高 い位置 に あ り､

2,800年 前 頃 の海 水 準 は-0.4m よ りも高 い位

置 にあ った と考 え られ る｡ また､ 標 高-0.3

m～0.0m の層 準 で は泥炭 層 が認 め られ､ F

es2含 有量 は0.1%以 下 の低 い値 を示 して い

る こ とか ら-0.3m付 近 に海 成 層上 限 を認 定

す る こ とが で き る｡ す なわ ち､ 2,800年 前 よ

り も若 干新 しい時代 の海水 準 は-0.3m付 近

にあ った と考 え られ る｡

S 2地 点

本地 点 の標高 は+1.8mで あ り､ 標 高 -1.6

mか ら得 られた木 片 の年代 は5,970±130yr.

B.P.で あ り､ 標 高 -0.8mか ら得 られ た木 片

の年 代 は1.940±180yr.B.P.で あ った｡ それ

ぞれ の層 準 のFeS2含 有 量 は､ -1.6mで0.1%､

-0.8m で0.16% で あ り､ と もに海 成 一汽 水

成層 で あ る と考 え られ る｡ ゆ え に､ 6.000年

前 頃 の海 水 準 は-1.6m よ り高 い位 置 に あ り､

1.900年前 項 の海 水 準 は-0.8m よ りも高 い位

置 にあ った とみ な され る｡
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S3地 点

本 地 点 の標 高 は+1.2mで あ り､ 標 高-0.5

m か ら得 られ た泥 炭 の年代 は4.060± 140yr.

ら.P.で あ り､ 標 高 -0.8mよ り得 られ た腐 植

物 の年 代 は3.770± 240yr.B.P.で あ り両 者 の

年代 は運 転 して い る｡ -0.5mの層 準 で はFe

s2が ほ とん ど検 出 され ず､ 泥 炭 質 に な る こ

とか ら一 時 的 な淡 水 環 境 - の変 化 が推 定 さ

れ た ｡ この こ とか ら3,800- 4,100年 前 頃 の

海水 準 は-0.5m まで低 下 した と考 え られ る｡

4. 考 察

本 地 域 で は5,500- 6,000年 前 の 古海 水 準

は-1.4- -1.6m よ り も高 い位 置 に あ った こ

とが 明 らか とな った ｡ 一 方､ Nakadaetal.

(1991) は 日本 に お いて地 殻 変 動 の影 響 を取

り除 い た海 面 高 度 を求 めて お り､ 約 6,000年

前 の高 知 平 野 付近 に お け る海 水準 はOm～2

mで あ った と して い る｡ 本 地 域 で地 質 学 的

試 料 に よ って求 め られ た古 海 水 準 は､ Naka

daetal.(1991)計 算 に よ って求 めた 古海 水

準 か ら大 き くは逸 脱 して い な い｡ また､ 約

4,000年 前 頃 の海 水 準 は-0.5m､ 約 2,800年

前 頃 の海 水 準 は-0.3m で あ った と考 え られ

るが､ この値 は 日本 の他 の地 域 で求 め られ

た海 水 準 とお おむ ね調 和 的 で あ る｡ これ ら

の こ とか ら､ 高 知 平 野 付 近 で は､ 過 去 6,00

0年 間 の地 殻 変 動 量 は､ これ を海 面 変 化 か ら

分 離 す る こ とが 困 難 で あ る程 度 に小 さい と

考 え られ る｡ ゆ え に､ 100- 200年 周 期 で生

じる地 震 時 の沈 降 は､ 地 震 間 の隆起 に よ っ

て そ の ほ とん どが 解 消 され て い る と推 定 さ

れ る｡

5. ま とめ

(1) 本 地域 に お け る6,000- 5,500年 前

頃 の 古海 水 準 は-1.4m 一 一1.6m よ り も高 い

位 置 にあ った｡
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(2) 3,800-4.100年前 頃 に海水準 の低下 が あ り､ -0.5m に達 した｡

(3) 2,800年 前 よ り若 干新 しい時期 の古海水準 は-0.3m付近 にあ った｡

(4) 100- 200年 周期 で生 じる地震 時 の沈降 は､ 地震 問 の隆起 によ って ほ とん ど解

消 され る｡

Table1HCdateinstudyarea

Location latitude/longitude height(m) material ltC age(yr_B.P.) codeNo. reference

S1 33○29′45′′N -0.4 humus 2,820±300 NUTA-1707 Thisstudy
Sl 133○30′25′′E -1.4 humus 5,460±140 NUTA-1761

S2 330 29̀ 37'′N -0.8 m dfrag. 1,940±180 NUTA-1696 Thisstudy
S2 133○30′45'′E -1.6 woodfra g . 5,970±130 NUTA-1697

S3 33○28′10′′N -0.5 peat 4,060±140 NUTA-1698 Thisstudy
S3 133○29′52′′E -0.8 peat 3,770±240 NUTA-1756

S4 33030′06′′N133◇30′52′′E -i.6 humus 4,445± 70 HR-132 Sadakataetal(1988)

S5 33○29′49′′N133◇30′52′′E 十1,0 hum一S 2.790± 65 HⅠト130 Sadakataeta1(1988)
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SealevelsinlateHolocenededucedfromdepositinsmalllowlandin

southernShikoku,Japan
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Many earthquakes occurred along the Nankai Trough at an interval of

100-200years.These earthquakes causedabrupt subsidence in KochiPlain.

Theamountofthesubsidencewas0.5-2.0mperoneearthquake.

I carried out someboringsln the small lowland located at this subsided

area. And samples obtained from these cores were analysed for FeS2-S

contentsand14cdating.

I recognizedthatthesealevelhadbeenonalittlehigherthan-1.4

t0 -1.6m msl. in 5,500-6,000yr.ら.P., had been -0.5m msl. in

3,80014,100yr.B.P. and hadbeen 0.3m msl.in2,800yr.B.P.Inthisstudy,

itwasimpossible toseparate thetectoniccomponentandglacial-isostatlc

one because of too little influence of crustal movement, though the

attitudeofthesealevelin6,000yr.B.PdeducedbyNakadaetal.(1991)was

0-2mwithremovingthetectoniccomponent.
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